
内
閣
府
が
先
ご
ろ
公
表
し
た
２

０
２
１
年
10

～
12

月
期
の
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
速
報
値

は
、
実
質
（
季
節
調
整
値
）
で
、

7

～
9

月
期
比
で
1

．
3

％
増
、

年
率
換
算
で
5

．
4

％
増
と
な
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
落
ち
着
い
て
い
た
時
期
に
個

人
消
費
な
ど
が
回
復
し
た
こ
と
が

寄
与
し
た
。
経
済
活
動
の
制
約
が

な
け
れ
ば
堅
調
な
経
済
に
な
る
た

め
、
感
染
対
策
と
経
済
活
動
の
両

立
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
た
形
だ
。

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
個
人
消
費
が

回
復
す
る
こ
と
も
事
実
だ
ろ
う
。

岸
田
政
権
は
現
在
、
感
染
対

策
と
経
済
の
両
立
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と

は
重
要
だ
が
、
経
済
を
止
め
て

は
日
本
経
済
の
再
生
が
さ
ら
に

難
し
く
な
る
。
日
本
経
済
の
低

迷
は
、
取
り
も
直
さ
ず
家
計
の

低
迷
を
意
味
す
る
。
国
民
の
生

活
を
守
る
に
は
、
感
染
対
策
と

経
済
の
両
立
が
不
可
欠
だ
。

ま
た
、
同
時
に
公
表
さ
れ
た
２
０

２
１
年
通
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
前

年
比
1

．
7

％
増
と
な
り
、
３
年

ぶ
り
の
プ
ラ
ス
成
長
と
な
っ
た
。

松
野
官
房
長
官
は
記
者
会
見
で
、

10

～
12

月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

に
つ
い
て
「
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
水
準

は
お
お
む
ね
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
た
。
緊

急
事
態
宣
言
の
解
除
を
受
け
た
経

済
社
会
活
動
の
段
階
的
な
回
復
な

ど
で
個
人
消
費
や
設
備
投
資
が
増

加
し
た
」
と
分
析
。
そ
の
う
え
で

「
景
気
は
持
ち
直
し
の
動
き
が
見

ら
れ
る
も
の
の
、
（
新
型
コ
ロ
ナ

の
）
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大

で
消
費
者
マ
イ
ン
ド
は
低
下
し
て

い
る
。
景
気
の
下
振
れ
リ
ス
ク
に

十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

強
調
し
て
い
る
。
山
際
経
済
再
生

相
も
「
下
振
れ
リ
ス
ク
に
対
応
し

つ
つ
、
傷
つ
い
た
経
済
を
一
日
も

早
く
立
て
直
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

事
実
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
ピ
ー
ク
ア

ウ
ト
は
ま
だ
見
え
て
お
ら
ず
、
消
費

者
マ
イ
ン
ド
が
著
し
く
低
下
す
る
可

能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

感
染
対
策
と
経
済
を
両
立
さ
せ
る

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
う
ち
、
ど
の

需
要
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
ど
れ
だ
け
増
加

さ
せ
た
か
を
示
す
寄
与
度
で
み
る

と
、
実
質
ベ
ー
ス
で
は
国
内
需
要

（
内
需
）
が
1

．
1

％
、
財
貨
・

サ
ー
ビ
ス
の
純
輸
出
（
輸
出―

輸

入
）
が
0

．

2

％
と
な
り
、

内
需
が
主
導
す
る
形
と
な
っ
た
。

内
需
の
需
要
項
目
別
の
動
向
を
み

る
と
、
民
間
需
要
が
1

．

9

％

増
、
公
的
需
要
が
0

．

9

％
減

だ
っ
た
。
民
需
の
う
ち
民
間
最
終

消
費
支
出
は
2

．

7

％
増
で
、

7

～
9

月
期
の
0

．

9

％
減

か
ら
大
幅
に
回
復
し
た
。
そ
の
う

ち
、
家
計
最
終
消
費
支
出
は
2

．

8

％
増
と
な
っ
た
。
ま
た
民
間
住

宅
投
資
は
0

．

9

％
減
、
設
備

投
資
は
0

．

4

％
増
だ
っ
た
。

一
方
、
公
的
需
要
は
0

．
9

％
減

で
、
そ
の
う
ち
公
的
固
定
資
本
形
成

（
公
共
投
資
）
が
3

．
3

％
減
と

大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
。
プ
ラ
ス
成

長
と
な
っ
た
の
は
２
四
半
期
ぶ
り

だ
が
、
２
０
２
２
年
は
年
明
け
か

ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
急
激
な
感
染

拡
大
が
あ
り
、
22

年
1

～
3

月

期
は
再
び
減
速
す
る
可
能
性
も
あ
る
。


